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本編は学位規則（昭和 28 年 4 月 1 日文部省令第 9 号）第 8 条による 
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マンションにおける実測調査と WEB調査を 2015年 11月から 2016年 10月に実施した。調査対象
は東京にある 18 階建てのマンションであり，356 世帯が住んでいる。39 世帯から集められたサ














































主な内容は以下の 4 点である。 
1) 文献調査に基づく HEMS建物の省エネルギー効果と経費効果。 













と WEB 調査を 2015 年 11 月から 2016 年 10 月に実施した。 調査対象は東京の品川にある
18 階建てのマンションであり，356世帯が住んでいる。47 世帯から集められたサンプル数





































温度が 30℃の時，80%の居住者が窓開放し，外気温度が 0℃の時， 居住者の着衣量は約 
0.93clo だった。これらのことから，居住者が様々な環境調整行動を積極的に行っているこ
とが分かった。窓開放・扇風機使用・着衣量の調整などの環境調整行動は，HEMS 集合住宅
と戸建て住宅とで類似していた。 
 
第 7章では，各章で明らかになったことを要約して結論としている。 
 
以上のことから，居住者は HEMSを利用してスマートな生活をしていても様々な環境調整行
動を行って室内温熱環境を調整し，居住者が室内環境に適応して熱的に快適に感じている
ことが明らかになった。研究成果は，将来，HEMS システムの改良に役立てられると考えら
れる。 
 
HEMS 住宅における温熱環境・適応的温熱快適性と環境調整行動を明らかにした本論文は，
HEMS の省エネルギー効果・経済効果の向上に資するところが大きく，また，建築環境学の
発展に寄与するところが大きいと考えられ，博士（環境情報学）の学位論文に値するもの
と判断する。 
